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低圧動力回路の１線地絡で
電灯回路の漏電遮断器が動作
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構内略図（各所の現象）
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電灯分電盤 Ｌｘ 建屋（ＥＧ）間の電圧
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電灯分電盤 Ｌｘ 建屋間電圧計算値（１）
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電灯分電盤 Ｌｘ 建屋間電圧計算値（２）
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電灯分電盤 Ｌｘ 漏電流の発生・増加
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電灯分電盤 Ｌｘ 漏電流増加の補足説明

動力回路の漏電でなぜ電灯回路の漏電遮断器が切れるか

動力回路の地絡短絡が発生した時に、電灯回路の漏電遮断器が
動作するのはなぜか？

Ｍ氏の説によれば、

通常電気回路に漏れ電流が流れる原因は、電灯回路と対地間の
静電容量によるものと思います。

動力回路の漏れ電流は、電線1相分の１．７倍。
電灯回路の場合、Ｌ0は対地電圧が０Ｖで漏れ電流は０Ａ、Ｌ1＋Ｌ2

は電流の方向が反対でこれも０Ａ（Ｌ1・Ｌ2各相の対地間静電容量の
差は１０～２０％ぐらいあると思います） 。 電圧も１００Ｖです。

事故時には、Ｌ1・Ｌ2電線片相分の６倍の（次、次々パターンにお
いても）零相電流が流れ、電灯回路の漏電遮断器が動作します。
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低圧動力地絡時 電灯回路最大電圧（１）
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ｒ相地絡

低圧動力地絡時 電灯回路最大電圧（２）
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